


第２回　代表者会議　議事録
開催日07/06/21　作成日07/06/24
文責：事務局長　愛知ユースプロジェクト　稲場　公一

出席者：稲場、笹木、佐藤、前田、山下（五十音順）
議題

１．組織体制・人員配置

２．企画名・企画方針など

３．会場場所について

４．コアスタッフ集め
その他・次回議題・ＴｏＤｏ確認
※以下議題提案はすべて稲場による。
１．組織体制・人員配置

●組織名決定

決定事項　タイトルの後に「実行委員会」をつけた名称を用いる
●委員長職（議長）人事
決定事項　委員長職を議長に名称変更。山下が議長に決定。権限については前回と変更なし。
（意見）議長という名称は、学生の（上下のない）集まりという位置づけで当会議が組織された事、実行委員長に日進市長など重要人物に就任してもらう狙いがある事などから。

（稲場追記）ただし特に名称としては議長である必要なし。実行委員長の方が名称として自然であれば、そちらに変更しては。その場合、日進市長など重要人物には実行委員会の顧問という形が自然と思われる。
●会議・議決ルールの設定および委員長（議長）の権限の明確化

（意見）必要だが特に現時点で会議進行に問題なし。他に優先議題があるため、今回は議論しない。その際は稲場が会議ルール案を提示し、議論する。
●連絡先の決定

決定事項　ＡＹＰ内に実行委員会名義の連絡先を設ける。連絡先名称は、特に問題がなければ「○○実行委員会（愛知ユースプロジェクト内）」を用いる。
今後の課題　連絡先の明確な設定
（意見）ドメインなどを取得する必要がない。当企画が大学間交流事業という企画の１つという位置づけであり、事業の責任者であるＡＹＰが連絡先であるのが自然と思われるため。
２．企画名・企画方針など

●企画方針などの位置づけ・明確化（下図参照）

決定事項　ビジョン（本質的な狙いの意味）を設ける事が決定。コンセプトは承認。
今後の課題　次回会議までに各自案だし、次回会議で決定する。ビジョンの文面が満たすべき条件は、本質的な狙いが、わかりやすく簡潔に、説明されている文面である事、である。
（意見）前回の議論への補足として提案。これは前回、提示した企画目的のみを土台に、本質的狙いを全員で定義せずに議論したため、大学関交流事業の狙いなどからずれた結論になった事が提案理由。

（補足）前回の「企画目的」を「コンセプト」に名称変更。また新たにコンセプトより上位にビジョンという概念が存在すると定義。また、タイトル・企画内容はビジョンを土台に設定する事とした。またこれに伴いコンセプトの文面が一部変更となった。
（稲場追記）議論時の図名称は意識図だが、わかりやすいように目的等定義図と変更した。また同じ理由で一部変更した。
（提出資料１）
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（提出資料２）
CONCEPT基本理念

（具体的ねらい。VISIONを達成するためのゴールを具体化したもの。内外部への説明に用いる）
Festival

・地域のソフト資源である大学祭の視点から、相乗効果を目指し、「“新しい”街」日進に、新しい活気を創り出します。

Dialogue

・大学・立場・年代を超えた、驚きと躍動感にあふれる「対話と交流」の場を創り出します。

Community
・各大学祭・学生・市民が協働して課題に取り組み、地域意識を育みます。

※下線・斜線部が変更箇所
●タイトル（企画名）の再考

決定事項・今後の課題　ビジョンと同様に次回会議までに各自案だし、次回会議で決定する。
（意見）日進市内の他企画にて同じ名称の企画あり。
●企画方針決め・企画内容の案だし（VISIONに沿って）

決定事項・今後の課題　タイトルと同様に次回会議までに各自案だし。
●「学生による模擬店」の扱いについて再考

決定事項　学生による模擬店（サークルなど）を認める事に決定。ただし、他の分野（ＮＰＯ、店舗、市民）からの模擬店の出店を中心に依頼・募集を進め、学生による模擬店はそれと並行して依頼・募集を進める事とする。衛生面に関係しないフリマなどについては同様に扱う。

今後の課題　
・借りられる机、イス、テント、トラックの数、サイズ確認

・水場、電気の使用について位置や使用可能かの確認

・模擬店について貸出物品の種類数量、水場・電源の使用の有無などについて取り決めを決める

（補足）サークルなどは一般にマナーが悪い、衛生面でいい加減でないかという理由の他に、各大学祭によるサークル支援の手厚さの違いという相違あった。学芸・外大では出店に関してテントなどに加え出店にかかる調理器具の準備費用支援なども行っており大学祭により費用負担に違いあった。そのため前回のような議論となったと思われる。
（意見）にぎわいを演出するために、各大学祭による模擬店もあった方がよいのでは。その際、各大学祭の負担を減らすために物品協賛などの物品を、各大学祭の模擬店の商品として提供するのはどうか。各大学祭の模擬店は主催者による出店という形が妥当か。
日進市の特産品として酒「けいりゅう」があるが、これを物品協賛か、模擬店として出店依頼できないか。連絡先を押さえたい。

３．会場場所について
●企画場所の情報収集

決定事項　日進市民会館で行う方向で、検討する。
（意見）駐車場を使って模擬店・フリマを行ってはどうか。市民会館は駐車場４３０台分、市役所は約１００台。市民会館で約７０店舗が可能では。
今後の課題　市民会館の視察、市民会館・市役所の水場・電源位置などの確認。市民会館の9/30の営業時間の確認、押さえられるかの確認。
４．コアスタッフ集め
●コアスタッフ
（意見）口コミ・紹介という形を中心にコアスタッフを集めてはどうか。目標は後10名。
●セグメント別メリットの打ち出し（紹介する時に用いる）
（意見）当企画に参加するメリットを、勧誘時に説明・紹介する必要ある。その説明紹介の内容は各個人で思いつくのは困難。よって前もって考えておく必要ある。

学生を大学学部学科、所属団体（サークルなど）により分類し、それぞれのメリットを考える。

例．公務員志望学生（まちづくりに興味のある学生）→実際に行政と関われる。（行政インターンは見学程度の扱いが多いのでは。そのため当企画では行政と共同して動く事も多いと思われるため、インターンより行政の内側を間近に見る事ができる・関われるというメリットあるのではないか）

その他・次回議題・ＴｏＤｏ確認
その他

●日進市特産品情報収集→了解
●LOVE♥NISSIN情報収集・人脈収集→現在山下が岡田さんとの連絡をとっている。
・ボランティアスタッフとの交流会を開いてはどうか

・山川さんから紹介のあった方に、期待できる役割の確認。

・交通費など活動費用の扱いはどうなるのか
次回議題

ビジョン、タイトル、企画案・企画方針案だし、市民会館の視察・記録
ＴｏＤｏ確認

・ビジョン、（企画方針）、企画内容、タイトルの案だし（各自）

・山川さんから紹介のあった方の連絡先など確認。（稲場）

・模擬店、コアスタッフ、当日集客用に広報ビラ作成（笹木、稲場）
・連絡先の明確な設定（稲場）
●次回代表者会議

６月２７日　１９時　集合：にぎわい交流館　会議場所：本郷コメダコーヒー
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